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①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・二元一次方程式のグラフをかくことができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・二元一次方程式の解を座標とする点の全体は，その式をｙについて解いた一次関数のグラフと一致し，直線になることを学習している。


○共同追究でのゆさぶり


・交点が1点しかないことに目が向く生徒は少ない。


○ゆさぶりに対応する経験


・「連立方程式」で，2つの方程式のどちらにもあてはまる値の組を「連立方程式の解」ということを学習している。





≪学習問題≫


2つの方程式 ｘ＋ｙ＝7，2ｘ＋ｙ＝10のグラフをかこう。次に，これらを連立方程式とみて解を求め，グラフと解を見比べて気づくことをあげよう。





≪定着・活用問題≫





授業計画･実施記録





主眼





≪学習問題≫








②見通し:グラフと連立方程式のつながりがわからない。


→連立方程式の解もグラフの座標も，ｘとｙの値の組で表されることにつながりがありそうだ。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





②学習課題:連立方程式の解を座標とみて，グラフとのつながりを見つけよう。





③個人追究:連立方程式の解（3，4）を座標とみて，それが2直線の交点と一致することを調べる。





④共同追究前半（学習問題の解決）


「交点（3，4）がどちらの直線上にもあるということは，何を表しているのかな。」


→「（3，4）はどちらの方程式の解でもある。すなわち，連立方程式の解になることを表している。」
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④共同追究後半（思考を深める）


「グラフをもとに，連立方程式の解が


1組しかないことを説明できないか。」


→「直線は傾き一定で増えたり減っ


たりするから，2直線の交点は


1点しかない。だから，連立方


程式の解も1組しかない。」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・2直線の交点の座標は，その2直線の表す2つの式を連立方程式とみて解くことで求めることができる。


・2直線が1点で交わることから，連立方程式の解が1組しかないことが説明できる。





⑥定着･活用問題


(1) 次の連立方程式をグラフと計算の両方　　　ｘ＋2ｙ＝2


で解こう。　　　　　　　　　　　　　　　2ｘ＋ｙ＝-2


(2) 次の連立方程式を解こう。また，グラフ　　2ｘ-ｙ＝1


に表そう。どんなことに気づいたかな。　　4ｘ-2ｙ＝8





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・表をつくって解の組を見つける見通しがもてない場合には，二元一次方程式の解を見つけた方法を想起させるとよい。


・方程式ｘ＋ｙ＝7の解の集まりが，一次関数ｙ＝－ｘ＋7になるという気づきを取り上げ，方程式をｙについて解いた式と一致することを確認したい。





【板書計画】








